
　第10回気象学史研究会「気候変動解明への歴史から
のアプローチ」を日本気象学会2021年度秋季大会（オ
ンライン＋三重大学現地開催）会期中の12月 2日（木）
にオンライン開催した．本研究会ではこれまで最多の
100名近い方の参加があった．開催にあたり日本科学
史学会東海支部にご後援をいただいた．
　本稿では，前半で気象学史研究連絡会から研究会の
概要について報告し，後半でコンビーナ及び司会を務
めた財部が所感を述べる．

₁． 研究会概要
₁.₁　テーマ設定・講演概要
　今回は科学史の立場で気象学史の分野に大きな貢献
をしてこられ，第 2回気象学史研究会で講演をいただ
いた財部香枝氏（中部大学）を招待コンビーナとして
お迎えし（財部　2016；Takarabe 2020；気象学史研究
連絡会2018），「気候変動解明への歴史からのアプロー
チ」をテーマとした．財部氏には司会もお務めいただ
いた（第 1図）．
　2021年 8月，気候変動に関する政府間パネルの第 6
次評価報告書（第 1作業部会）「自然科学的根拠」が公
表され，気候システムや古気候的証拠への関心が高ま
りを見せている中，本研究会では気候変動と歴史の関
係を主題とした．大気研究により過去に異常気象が起
きたシステムを解明するとともに，最新の高精度古気
候復元から明らかになった過去の寒暖や乾湿の気候変
動の状況の紹介，気候変動に対して日本社会がいかに
対応してきたのかを議論した．こうした過去の気候変
動解明を通じて未来への展望を考える上での示唆を得
ることを企図した．

　立花義裕氏（三重大学）は「太平洋戦争末期の異常
気象について」と題して講演した．太平洋戦争終焉直
前の冬（1944～45年冬季）が観測史上最大級の豪雪と
寒波，およびそれに引き続く夏（1945年夏季）が観測
史上最大級の冷夏であったことを観測資料や再解析に
より示し，これら異常気象に伴い日本の食糧確保が著
しく困難となり，このことが終戦の決断に影響を及ぼ
したとの仮説を多くの資料を基に議論した．このこと
が昭和初期からの冷害の連続と合わせ，日本が長期予
報を世界に先駆けて開始した動機となったのではない
かとも述べた．高校時代の好きな科目として物理，化
学，地理，歴史と自己紹介された立花氏は，歴史学と気
象学との共同作業の必要性を主張し，従来の学問の枠組
みにとらわれず，楽しく研究を進めてほしいと結んだ．
　中塚　武氏（名古屋大学）は「高時間分解能での古
気候復元による新たな可能性」と題して講演した．樹
木年輪セルロースの酸素同位体比から夏の降水量の変
動を復元する研究の進展を紹介し，中部日本では，21

2022年 7月 39

＊1　Kae TAKARABE，中部大学．
Ⓒ　2022　日本気象学会

 305：306：601：604（気象学史；気候変動；古気候；社会変動；研究連絡会）

第10回気象学史研究会
「気候変動解明への歴史からのアプローチ」を開催

気象学史研究連絡会・財　部　香　枝＊1

研究会報告

第 1図　 第10回気象学史研究会（2021年12月 2日）
にてコンビーナ・司会を務めた財部香枝
氏（左上）講演された立花義裕氏（下）と
中塚　武氏（右上）．総合討論時のひとこ
ま．ウェブ会議ツール Zoomのオンライ
ン画面．



世紀の現在から弥生時代まで2500年以上の精度の高い
年単位のデータが得られていることを示した．現在21
世紀の高温かつ湿潤な状況が，大きな社会変動をもた
らした12世紀の平安末期，14世紀の鎌倉末期にも見ら
れることを示し，年輪データに見られる過去の気候変
動から，近未来の気候変化と社会影響を予測できる可
能性を主張した．中塚氏も古気候学，気象学・気候学
等との共同研究を期待して話を結んだ．
　講演後の質疑応答では多くの質問・議論がなされ
た．1945年が異常気象となった原因として，北極振動
が極限的に大きくなったことがわかっていると説明さ
れた．1945年は戦争に伴い多くの観測データが欠損し
ており，再解析データの精度が下がっているが，世界
各地でデータレスキューと再解析への取り込みが進ん
でいることが参加者から紹介された．12～14世紀の気
候変動は12世紀から活発化した火山活動が海洋を介し
て数十年規模の大きな変動となったと見られ，現在進行
中の気候変動とは要因は全く異なるが，温暖化・高湿化
という現象は類似しており，学ぶべき点が多いとされた．
　最後に財部氏が，歴史学と気象学の協働を促す最新
の研究成果を参加者と共有できたこの機会を今後，歴
史学と気象学・気候学のコラボレーションの実現のひ
とつのステップとなることを期待したいと会を締めく
くった．
₁.₂　歴史の気象学化
　今回の講演に関して，期せずして講演者のお二方か
ら「気象学という学問の歴史ではないが」といった前
置きがあった．同様に感じられた参加者・会員の方も
おられるかと思う．世話人としてはこのようなテーマ
は今後も取り上げていきたい．両氏の研究が明らかに

した気象・気候の人間社会
に及ぼす影響は，その時代
の人間社会の気象学的認識
とそれに基づく適応能力を
反映したものに他ならな
い．中塚氏が述べたように
人類は農耕の導入により数
年規模の気候変動への適応
能力を得たが，数十年規模
の変動には十分適応でき
ず，12～14世紀の気候変動
に対しては大きな社会変動
を招いた．第 1回気象学史
研究会（気象学史研究連絡

会　2017）で講演された塚原東吾氏は科学史の標準的な
取り組みとされる「科学の歴史化」と，歴史を科学的
に記述する「歴史の科学化」とは「両輪」をなすもの
であり，協調的に運営されることが望ましいとした
（塚原　2017）が，今回紹介された両氏の研究はまさに
「歴史の気象学化」の取り組みであり，気象学の知識と
それに基づく適応の歴史にも重大な示唆を与えるもの
になっている．中塚氏の仮説のとおり，大きな社会変
動をもたらした12～14世紀の気候変動と現在起こりつ
つある気候変動に強い類似性が見いだされ，立花氏が
主張したとおり社会変動は人類に叡智が備われば回避
可能であるとしたら，後世の歴史家は，21世紀の気候
変動とそれに伴う人間社会の変動，そして当時の人類
（つまりわれわれ）の気象学的知識と適応能力との関係
について，12～14世紀と対比させてどのような議論を
展開するであろうか．
₁.₃　オンライン開催をめぐって
　気象学史研究会は2020年 8月の第 7回研究会以降 4
回目のオンライン開催となった．第 7回以来行ってい
なかったウェブ会議ツール Zoomの練習会（気象学史
研究連絡会ほか　2021）を企画したが参加者は無かっ
た．オンライン研究会への適応が進んだと見て取れ
る．今回もアンケートを実施し，多くのご回答をいた
だいたが，従来の開催形式である会場開催を望む回答
は 1割以下，会場開催のネット中継を含めても 3分の
1以下であり，会場開催のネット中継を含めたオンラ
イン形式の開催を望む回答が大部分を占める（第 2
図）．他方，オンライン研究会に参加する意欲やスキル
を獲得困難な方の多くが研究会への参加を諦めてし
まった，ということが懸念される．アンケートでも「全
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第 2図　 第10回気象学史研究会アンケートにおける設問「今後の気象学史研究会
で，あなたにとって最も望ましい開催形式をひとつ挙げてください」に対
する参加された方（参加者）（a），参加されなかった・できなかった方（不
参加者）（b）からの回答の集計．アンケートは研究会参加申込者・気象学
会メーリングリスト，気象学史メーリングリストで周知してウェブ上で
行った．実施期間は2021年12月2日から12月10日まで，回答数は参加者，
不参加者それぞれ59，146である．「その他」は後日の録画公開など．



てが ITになって参加が難しい．ITに慣れていない私
のような年長者には，もう少し分かり易く，使いやす
くしてください」（参加されなかった方）という切実な
声も寄せられた．オンライン開催の流れの中，関心を
持ってくださる方の参加関与が確保できるよう，何ら
かの対応を考えていく必要があると思われる．
　アンケートでは参加されなかった方・できなかった
方（以下「不参加者」）の回答数が，参加者の 3倍と
なった．不参加の方の 6割が日程の都合が合わなかっ
たとのことで，本研究会が多くの方の関心を集めなが
ら十分に応えられなかったことが示された．大会期間
中のセッション終了後に開催し，大会のプログラムを
見て参加してくださった方が多数おられるのは確かで
あるが，平日の夜間は参加困難な方が多いことも判明
した．オンラインは空間の壁を乗り越えたが，時間の
壁を顕在化させることになった．録画公開を望む声も
少なからずあり，これも多くの課題があるものの，ご
講演の方々にご理解をいただき公開することができ
た．また講演概要を「天気」に投稿していただくよう
お願いしているのでご期待いただきたい．
　最後にご後援をいだたいた日本科学史学会東海支
部，コンビーナとして研究会を組織されるとともに司
会をお務めいただいた財部氏，ご講演いただいた立花
氏・中塚氏，前回に続きボランティアとして運営にご
協力くださった遠藤正智氏・岸　誠之助氏（順不同）
の各位に厚く御礼申し上げる．本研究会の開催にあ
たっては気象学会の研究連絡会等活動補助金の支給を
受けた．
 （気象学史研究連絡会）

₂． ひろがる気象学史の可能性：コンビーナを務めて
　科学史研究者である筆者は，19世紀後半のスミソニ
アン気象観測法およびその日本への導入過程に関心を
持っており，当時の気象観測データや文書記録に基づ
き研究を進めてきている．今般，世話人からコンビー
ナを打診された際，「秋はご当地ネタを取り上げてい
る」と告げられた．2019年が伊勢湾台風から60年の節
目で研究の蓄積もあったため，当初はその線も考えた
が，最終的に大会開催校の立花氏に講演を打診，快諾
をいただき，そのご紹介で中塚氏にも講演を依頼する
ことになった．三者でのメールのやり取りの過程で，
異常気象，古気候というテーマが浮かび上がり，最終
的に本研究会は気候変動と歴史の関係を主題とした．
筆者は，「歴史に気候を読む」（吉野　2006）や雑誌「現

代思想」の気候変動特集（青土社　2020）に示されるよ
うな研究を勝手にイメージしていたが，立花氏は戦争
に伴い多くの観測データが欠損している中，大胆に再
解析を試み仮説を示し，一方中塚氏は樹木年輪データ
から気候を復元することで，中部日本の歴史的事象と
の相関を示した．両氏ともに歴史的事象に気象情報を
付加するという方法を用いず，さらには文字資料に頼
らない気候復元であった．正直なところ，コンビーナ
は荷が重かったが，筆者の通常の研究範囲では知りえ
ないような気象学史研究の方法（論）を目の当たりに
し，役得であった．両氏には心からお礼申し上げたい．
　コンビーナとしての準備作業は，有賀（2016）が指
摘するような「科学としての気象学の中身よりもむし
ろ，さまざまな時代・地域における気象学の現れ方を
文化史的に取り扱う」という研究上の方法論について，
改めて考える契機にもなった．人文歴史気象学を創成
しようという動きも見られる（Tsukahara 2021）．気
象学史の可能性は存外に広い．
 （財部香枝）
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